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政治家と官僚まかせにした結果、税制は複雑、不公平なものとなった。特別

措置法は乱用され、企業への優遇措置は隠されたままである。酒の販売免許

制度は選挙の票集めに利用される。 

不公平税制の真因を、税の成り立ちから考える。  

 

８月７日（水）発売 

宗教法人はなぜ非課税なのか？ 

暴力団の上納金には課税できるのか？ 

政治団体の巧妙な税逃れの方法とは？ 



―― 本書「まえがき」より  

税の世界でタブー視されているものがいくつかあります。それらは本当にタブーにしておく

べきものなのでしょうか。本書ではこの素朴な疑問を具体的に取り上げ、必要な場合には、税

制の基本にまで立ち返って考えてみようと思います。 

結論をあらかじめ述べておくと、税金の制度は人間が自分たちの社会の都合に合わせてつく

り出したものですから、宇宙を支配している原理や法則とはまったく異なります。きわめて公

正で合理的な税制も、まったく逆に、きわめて不公正で恣意的な税制も、制定することは可能

でしょう。ただ、その社会の人々がそれを政治的に受け入れるかどうかの問題です。もしかす

るとタブー視されている税の問題のほとんどは、タブー扱いされることで利益を得ている人々

が誇張して述べているだけなのかもしれないのです。本書では、このことを具体的にわかりや

すく示してみたいと思います。 

 

―― 目次 

第１章 宗教法人    第７章 固定資産税はミスだらけ 

第２章 政治団体と税    第８章 酒の販売と免許 

第３章 暴力団に課税できるか?   第９章 特別措置は必要か? 

第４章 必要経費を考える   第10章 源泉徴収・年末調整 

第５章 交際費課税はそろそろやめよう  最終章 国境 

第６章 印紙税はいらない！ 

 

三木義一（みき・よしかず） 

青山学院大学学長。1950年、東京都生まれ。一橋大学大学院法

学研究科修士課程修了。法学博士、弁護士、民間税制調査会メ

ンバー。元政府税制調査会専門家委員会委員。著書に『日本の

税金 第 3版』『日本の納税者』（共に岩波新書）、『よくわか

る税法入門(第 13版)』『新 実務家のための税務相談（民法編、
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※ぜひ貴媒体にてご紹介をご検討いただけますと幸いです。 
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